
 

１．件名：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構人形峠環境技術センター核燃料

物質加工施設及び核燃料物質使用施設保安規定変更認可申請に係る面談 

 

２．日時：令和３年４月１９日（月）１５：３０～１７：００ 

 

３．場所：原子力規制庁１０階南会議室 ※テレビ会議により実施 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部研究炉等審査部門 

菅原企画調査官、本多主任安全審査官、真田安全審査官、堀内安全審査官 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

人形峠環境技術センター 所長 他５名 

安全・核セキュリティ統括部 安全・核セキュリティ推進室 技術副主幹 １名 

 

５．要旨 

（１）国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」という。）から、令

和３年３月２日付けで申請のあった人形峠環境技術センターの核燃料物質加工施設

保安規定の変更認可申請について、令和３年３月２５日に行った面談を踏まえ、資料

に基づき説明を受けた。また、令和３年３月２日付けで申請のあった人形峠環境技術

センターの核燃料物質使用施設保安規定の変更認可申請について、資料に基づき

説明を受けた。主な説明内容は以下のとおり。 

 ○安全審査委員会で審議していた「品質マネジメント計画書、センターの保安に係る

規則、要領書」について、「品質マネジメント活動に関する基本的事項」、「センター

の品質マネジメントシステムに関する文書（二次文書）」に名称を変更し、業務品質

保証推進委員会で審議を行うこととなるが、審議事項は業務品質保証推進委員会

に移管されても、継続して審議されること。 

○今回の核燃料物質加工施設及び核燃料物質使用施設の保安規定変更認可申請

における組織改正では、施設管理課長が行う保安のための職務の内容に変更はな

いこと。 

 

（２）原子力規制庁からは、本日の説明を踏まえ、引き続き審査を行う旨を伝えた。 

 

６．資料 

資料１－１ 組織改正等に伴う加工施設保安規定の変更について 

資料１－２ 保安規定審査基準と加工施設保安規定変更の対比表 

資料１－３ 加工施設保安規定変更と加工事業許可申請書との整理 

 

 



 

資料２－１ 組織改正等に伴う使用施設保安規定の変更について 

資料２－２ 保安規定審査基準と使用施設保安規定変更の対比表 

資料２－３ 使用施設保安規定変更と使用許可申請書との整理 

 

以上 


